
ぱ
く
ぱ
く
教
室
参
加
者
募
集

�

～
離
乳
食
・
幼
児
食
作
り
～

　

大
人
の
食
事
を
作

り
な
が
ら
子
ど
も
の
年

齢
に
合
わ
せ
た
離
乳

食
・
幼
児
食
作
り
を

体
験
で
き
る
教
室
で
す
。
同
じ
環
境
の
マ

マ
・
パ
パ
た
ち
と
ゆ
っ
く
り
料
理
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
調
理
実
習
が
終
わ
っ
た
ら

子
ど
も
も
一
緒
に
み
ん
な
で
楽
し
い
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
で
す
。

▽�
と
き　

３
月
12
日
木
・
午
前
９
時
15

分
～
午
後
１
時（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
４
階
調
理
室

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
就
学
前

の
子
ど
も
と
保
護
者

▽�

定
員　

16
組

▽�

参
加
費　

大
人
４
０
０
円
、
子
ど
も

１
５
０
円

※�

離
乳
食
は
、保
護
者
の
試
食
の
み
で
す
。

※�

子
ど
も
の
食
事
は
、
満
１
歳
６
カ
月

以
上
に
限
り
ま
す
。

※�

調
理
中
の
子
ど
も
の
世
話
は
保
育
ス

タ
ッ
フ
が
行
い
ま
す
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、手
拭
き
用
タ
オ
ル
、ス
リ
ッ
パ
、

筆
記
用
具
な
ど

▽�

申
し
込
み　

３
月
５
日
木
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係（
☎
２
２
３
局
３
５
３

３
）
へ

一
時
保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
や
病
気
、
入
院
、

短
時
間
勤
務
な
ど
で
、

一
時
的
に
保
育
を
必
要

と
す
る
乳
幼
児
を
保
育

園
で
預
か
り
ま
す
。

▽�

対
象　

お
お
む
ね
６
カ
月
児
～
就
学

前
の
町
内
に
住
む
乳
幼
児

▽�

保
育
日
時　

月
～
土
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時

※
保
育
園
の
休
園
日
を
除
く

※
週
３
日
（
月
14
日
）
以
内
の
利
用
が

原
則
で
す
。

▽�

利
用
料
金　

３
歳
児
未
満
＝
１
時
間

５
０
０
円
、
３
歳
児
以
上
＝
１
時
間

４
０
０
円

※
半
日
、
１
日
単
位
も
あ
り
ま
す
。

※
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
（
２
・
３

号
認
定
）
を
利
用
し
て
お
ら
ず
、「
保

育
の
必
要
性
」
の
認
定
を
受
け
た
３

歳
児
～
５
歳
児
と
町
民
税
非
課
税
世

帯
の
０
歳
児
～
２
歳
児
は
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
無
償
化
の
詳
細
や
申
請
は
子
育
て
支

援
係
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
無
償
化
に
関
わ
ら
ず
、
別
途
給
食
費

が
１
日
２
５
０
円
か
か
り
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　

芦
屋
保
育
園
（
☎
２
２

３
局
０
３
４
３
）

※�

利
用
に
は
、
事
前
登
録
・
予
約
が
必

要
で
す
。

子
ど
も
の
予
防
接
種
週
間

　

３
月
１
日
日
～
７
日
土
は
子
ど
も
予

防
接
種
週
間
で
す
。

　

通
常
の
診
療
時
間
外
（
土
曜
の
午
後
・

日
曜
・
夜
間
）
に
予
防
接
種
が
で
き
る

医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
係
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

予
防
接
種
は
無
料
で
受
け
ら
れ
る
期

間
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
母
子
健
康

手
帳
を
確
認
し
、
済
ん
で
い
な
い
予

防
接
種
が
あ
れ
ば
こ
の
機
会
に
接
種

し
ま
し
ょ
う
。　

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）

「
芦
屋
す
て
っ
ぷ
く
ら
ぶ
」
を

知
っ
て
い
ま
す
か

　

芦
屋
す
て
っ
ぷ
く
ら
ぶ

は
、
芦
屋
小
学
校
内
に
開

設
さ
れ
て
い
る
施
設
で
、

放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
の

長
期
休
暇
中
に
町
内
に
住

ん
で
い
る
障
が
い
児
（
小
学
１
年
生
～

高
校
３
年
生
）
を
預
か
り
、
学
校
や
家

庭
と
は
異
な
る
時
間
・
空
間
・
人
・
体

験
な
ど
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

子
育
て
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も
た
ち
の
状
況
に
応
じ
た
発
達
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
預
か
る
こ
と

で
、
保
護
者
の
養
育
負
担
の
軽
減
も
図

っ
て
い
ま
す
。
芦
屋
す
て
っ
ぷ
く
ら
ぶ

で
は
、
利
用
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
対
象
児
の
体
験
や
保
護
者
の
見
学

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
福

祉
手
帳
・
療
育
手
帳
や
保
護
者
の
就

労
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
す
て
っ
ぷ
く
ら

ぶ
田
中
（
☎
０
８
０-

８
３
８
９-

６

２
５
８
）
ま
た
は
障
が
い
者
・
生
活

支
援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　

人
権
や
法
律
の
問
題
で
困
っ
て
い
る

人
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

３
月
12
日
木
・
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

山
鹿
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

家
庭
、
相
続
、
登
記
、

戸
籍
、
金
銭
、
い
じ
め
・
不
登
校
の

人
権
問
題
な
ど

▽�

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

▽�

相
談
料　

無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
・
生
活
支
援

係（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）

※�

事
前
に
相
談
内
容
な
ど
を
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

福
岡
県
腎
臓
疾
患
患
者
福
祉

給
付
金
（
後
期
10
月
～
３
月
分
）

　

就
労
な
ど
の
理
由
に
よ
り
午
後
５
時

以
降
、
月
に
５
回
以
上
人
工
透
析
を
行

っ
て
い
る
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
を

対
象
に
交
通
費
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

給
付
に
は
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
給
付
額　

月
額
２
０
０
０
円

▽�

申
し
込
み　

３
月
31
日
火
ま
で
に
、

障
が
い
者
・
生
活
支
援
係
（
☎
２
２

３
局
３
５
３
０
）
へ

人
権
生
活
相
談
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

毎
月
２
回
の
定
例
相
談
の
ほ
か
に
、

随
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◎
３
月
５
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

◎�

３
月
19
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
・
就
職
・
進
学
相
談
な
ど

※�

定
例
日
以
外
の
相
談
は
、
直
接
相
談

員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

◎�

土
肥
相
談
員
（
高
浜
町
21
番
18
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

芦屋町ホームページ　http://www.town.ashiya.lg.jp

福
祉

・
相
談

　　町では、もしもの災害に備え、避難支援を必要とする人の名
簿（避難行動要支援者名簿）を作成しています。この名簿は地
域の避難支援などの関係者に提供され、災害時の避難支援や日
頃の見守りなどに活用されます。今回、名簿の年次更新を行う
ため、３月初旬に、新規対象者へ登録申請書を郵送します。
　避難支援等関係者への名簿の提供に「同意します」または「同
意しません」のどちらかを選び、必要事項を記入して３月19日木
までに同封の返信用封筒に入れて返送してください。名簿登録に
同意しない場合でも返送をお願いします。また、現在登録中の人で、
登録の内容を変更したい場合は、役場まで連絡してください。
※名簿登録は、強制ではありません。
※�名簿登録に同意する人は、登録申請書（裏面）の緊急連絡先など、
漏れがないように記入をお願いします。
※�対象者に含まれない人で、災害時に避難支援を必要とする場
合は、区長に相談してください。

【新規対象者】
　在宅で生活している人で、令和２年１月 31日を基準日とし、
次の要件を満たす人
① �75歳になった人（昭和19年２月１日～20年１月31日生まれ）
で一人暮らしの人、または75歳以上の高齢者のみの世帯

②介護保険で要介護１～５の認定を受けた人
③�身体障害者手帳所持者（ただし内部障がい者は１、２級所持者
のみ）
④精神障害者保健福祉手帳１、２級所持者
⑤療育手帳Ａ判定所持者
※�②～⑤は、以前から芦屋町に居住し、平成 31 年２月１日～
令和２年１月 31日に認定、手帳を取得した人です。
⑥�平成 31年２月１日～令和２年 1月 31日に転入し、①～⑤に
該当する人
※�①～⑥に該当する人で、申請書が届いてない場合は役場に連
絡してください。

▽ �問い合わせ　高齢者支援係（☎２２３局３５３６）

避難行動要支援者名簿の
新規登録対象者に申請書を送付します
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Ｄ
Ⅴ
相
談
窓
口

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は
、

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら

受
け
る
暴
力
で
す
。

　

身
体
的
な
暴
力
だ
け
で

な
く
、
怒
鳴
る
、
脅
す
、
電
話
や
外
出
を

制
限
す
る
な
ど
も
暴
力
に
あ
た
り
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口　
（
す
べ
て
年
末
年
始
を
除
く
）

【�

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
】

☎
２
０
１
局
２
８
２
０

▽�

開
設
日
時　

平
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
（
た
だ
し
祝
日
を

除
く
）

【�

福
岡
県
あ
す
ば
る
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

☎
〈
０
９
２
〉
５
８
４
局
１
２
６
６

▽�

開
設
日
時　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

金
の
み
午
後
６
時
～
８
時
30
分
も
可

（
た
だ
し
祝
日
と
８
月
13
日
～
15
日
を

除
く
）

【�

福
岡
県
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
相
談
電
話
】

☎
〈
０
９
２
〉
６
６
３
局
８
７
２
４

▽�

開
設
日
時　

平
日
＝
午
後
５
時
～
午

前
０
時
、
土
日�

祝
日
＝
午
前
９
時
～

午
前
０
時

【�

男
性
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
た
め
の
相
談
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
】

☎
〈
０
９
２
〉
５
７
１
局
１
４
６
２

▽�

開
設
日
時　

水
・
木
＝
午
後
５
時
～

８
時
、
金
＝
正
午
～
午
後
４
時
（
た

だ
し
祝
日
を
除
く
）

【�

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
相
談
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
】

☎
０
８
０-

２
７
０
１-

５
４
６
１

▽�

開
設
日
時　

第
２
火
＝
正
午
～
午
後

４
時
・
第
４
火
＝
午
後
５
時
～
８
時

（
た
だ
し
祝
日
を
除
く
）

予
備
自
衛
官
補
を
募
集

　

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
一
般
社
会
人

や
学
生
を
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用
す

る
制
度
で
す
。
国
民
の
皆
さ
ん
に
自
衛

隊
に
接
す
る
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、

民
間
の
優
れ
た
技
能
を
活
用
す
る
た
め

に
導
入
さ
れ
た
制
度
で
す
。

▽�

対
象　
【
一
般
】
18
歳
以
上
34
歳
未
満

【
技
能
】
18
歳
以
上
で
国
家
資
格
な
ど

を
持
っ
て
い
る
人

▽�

試
験
科
目　

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、

適
性
検
査
、
身
体
検
査

▽�

試
験
期
日　

４
月
18
日
土
～
22
日
水

の
う
ち
指
定
さ
れ
た
１
日

▽�

申
込
期
限　

４
月
10
日
金

▽�

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力

本
部
芦
屋
地
域
事
務
所
（
☎
２
２
３
局

０
９
８
１
）

芦屋町ホームページ　http://www.town.ashiya.lg.jp

　ＮＨＫテレビ受信料の補助申請を受け付けます。
補助を受けるには、皆さんからの申請が必要です。
期間内に必ず申請手続きを済ませてください。また、
郵便による申請も受け付けます。芦屋地区では申請
書が届いていなくても町からの補助対象となる場合
がありますので、補助要件を確認してください。
■補助対象
　芦屋町内でＮＨＫテレビ放送受信契約を行った世
帯と事業所で、令和元年度分（平成 31年４月～令和
２年３月分）のＮＨＫテレビ受信料を支払った人のう
ち、次の要件のいずれかに該当する人（地上放送分
のみ）。
❶山鹿地区の世帯�❷ 30 年４月１日以降に芦屋地区
へ転入または転居した世帯�❸芦屋地区で住宅防音
工事が完了し、30年８月 31日で防衛省からのテレ
ビ受信料補助が終了した世帯�❹芦屋地区で住宅防
音工事が一部完了し、30 年９月１日から防衛省か
らのテレビ受信料補助の年間上限額が減額された世
帯�❺事業所

■補助金申請の受け付け

▽ �期間　３月10日火～31日火・午前９時～午後５時�
※土日祝日を除きます。

▽ �ところ　役場２階　総務課
※�３月 15日日は山鹿公民館で、22日日は芦屋東公
民館で申請を受け付けます。

▽ �持ってくるもの　①申請書（３月上旬に送付予定）
②初めて申請する人や振込口座が変わる人は、申
請者（世帯主）の預金通帳（漁協は不可）③印鑑
（スタンプ印は不可）④ＮＨＫ発行の領収書（31年
４月～令和２年３月分）
※�申請書をなくした人や届いていない人は、受け付
け時に申し出てください。

▽ �郵送による申請　申請書、ＮＨＫ発行の領収書、
預金通帳のコピー（銀行名、支店名、口座番号、
口座名義人が分かる部分）を同封して、3月 31
日火（必着）までに、〒 807-0198（住所記入不要）
芦屋町役場総務課庶務係へ

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３局３５７２）

ＮＨＫテレビ受信料補助申請受付

募
集

相
談
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会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

　

地
方
公
務
員
法
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
制
度

が
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、
一
会
計

年
度
内
を
任
期
と
し
て
任
用
さ
れ
る
非

常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。
業
務
内
容

は
、
正
規
職
員
の
補
助
的
業
務
や
専
門

的
な
業
務
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
働
く

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

任
期　

令
和
２
年
４
月
１
日
水
～
３

年
３
月
31
日
水

●�

学
校
用
務
員

▽
募
集
人
数�　

１
人

▽�

業
務
内
容　

簡
単
な
営
繕
業
務
、
草

刈
り
な
ど

▽�

勤
務
時
間　

①
午
前
７
時
～
午
後
１

時
②
午
後
１
時
～
午
後
７
時
（
①
②

と
も
に
休
憩
60
分
）

▽�

勤
務
形
態　

勤
務
表
に
よ
る
週
５
日

①
・
②
の
交
代
勤
務

※
学
校
行
事
の
場
合
は
土
日
勤
務
あ
り

▽
賃
金　

時
給
８
８
５
円

※
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
あ
り

●�

特
別
支
援
学
級
介
助
員

▽
募
集
人
数�　

２
人

▽�

業
務
内
容　

特
別
支
援
学
級
の
教
員

補
助

▽�

勤
務
時
間　

①
午
前
８
時
15
分
～
午

後
１
時
15
分
②
午
前
９
時
～
午
後
２

時
③
午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時
30

分
④
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽�

勤
務
形
態　

週
５
日
勤
務
（
夏
・
冬
・

春
休
み
を
除
く
）

▽
賃
金　

時
給
８
８
５
円

※
雇
用
保
険
あ
り

【
共
通
項
目
】

▽�

申
し
込
み
期
限　

３
月
13
日
金

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

人
事
係

（
☎
２
２
３
局
３
５
７
４
）

※�

申
込
書
は
、
人
事
係
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ヨ
ガ
講
座
の
参
加
者
を
募
集

　

日
常
生
活
の
中
で

日
々
感
じ
る
不
調
や

ス
ト
レ
ス
な
ど
を
、

呼
吸
や
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ａ
の

や
さ
し
い
動
き
で
取

り
除
き
、
毎
日
を
健

や
か
に
楽
し
く
生
き

ら
れ
る
よ
う
に
、
毎
日
行
え
る
ボ
デ
ィ

ケ
ア
や
体
の
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▽�

と
き　

３
月
15
日
日
、
29
日
日
の
全

２
回
・
午
前
10
時
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
サ
ー
ク
ル
室

▽�

講
師　

阪
野
ヒ
ロ
ミ
さ
ん
、
Ｍ
ａ
ｓ

ｕ
さ
ん

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
、
も
し
く

は
勤
務
す
る
18
歳
以
上
の
人
（
高
校
生

は
除
く
）

※
２
回
と
も
参
加
で
き
る
人

▽�

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　

各
回
３
０
０
円

※�

動
き
や
す
い
服
装
（
ジ
ャ
ー
ジ
類
）
で
、

飲
料
水
と
タ
オ
ル
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。
講
座
中
は
裸は
だ
し足
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
（
５
本
指
の
靴
下
着
用
可
）。

▽�

申
し
込
み　

３
月
２
日
月
～
８
日
日
・

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に
、
総
合

体
育
館
（
☎
２
２
２
局
０
１
８
１
）
へ

※�

事
前
に
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

令
和
２
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試
験

▽�

受
験
資
格�　

1
平
成
２
年
４
月
２
日

～
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
2
11

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
は
、

次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
こ
と
①

大
学
卒
業
ま
た
は
令
和
３
年
３
月
ま

で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
人

▽
試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

▽�

受
付
期
間　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

申
し
込
み
＝
３
月
27
日
金
・
午
前
９

時
～
４
月
８
日
水
受
信
有
効

▽
第
１
次
試
験　

６
月
７
日
日

▽�

問
い
合
わ
せ　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

申
し
込
み
は
人
事
院
人
材
局
試
験
課

（
☎
〈
０
３
〉
３
５
８
１
局
５
３
１
１

（
内
線
２
３
３
２
））
へ
、
そ
の
他
試

験
に
関
す
る
こ
と
は
福
岡
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
研
修
係（
☎〈
０
９
２
〉

４
１
１
局
０
０
３
１
（
内
線
２
４
３

２
））
へ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

親
子
で
デ
ィ
ッ
プ
ア
ー
ト
講
座

　

形
作
っ
た

ワ
イ
ヤ
ー
を

特
殊
な
液
体

に
浸
し
て
乾

燥
さ
せ
、
透

明
で
き
ら
き

ら
し
た
花
飾
り
を
作
る
講
座
で
す
。
親

子
で
楽
し
め
ま
す
。

▽�

と
き　

３
月
22
日
日
・
午
後
１
時
～

３
時

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
3
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
あ
し
や

▽�

対
象　

５
歳
以
上
の
人
と
そ
の
保
護
者

▽�

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

▽�

参
加
費　

１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

申
し
込
み　

３
月
４
日
水
～
19
日
木
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
に
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
局
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

お
し
ら
せ

広報あしや　2020.3.1⑮



私
も
で
き
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▽�

と
き　

３
月
13
日
金
・

午
前
10
時
～
午
後
３

時
30
分
（
正
午
～
午

後
１
時
は
休
み
）

▽�

と
こ
ろ　

役
場
玄
関
前

▽
内
容　

４
０
０
ml
献
血

▽�

対
象　

男
性
は
17
～
69
歳
、
女
性
は
18

～
69
歳
で
、
体
重
が
50
㎏
以
上
の
人
。
た

だ
し
、
65
歳
以
上
の
献
血
は
、
60
～
64
歳

に
献
血
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
の
み

※�

献
血
可
能
日
を
献
血
カ
ー
ド
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

血
液
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
受
け

付
け
時
に
、
本
人
確
認
が
で
き
る
証

明
書
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
）
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

献
血
し
た
人
に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）

バ
ス
ハ
イ
ク
で
国
際
交
流

　

外
国
人
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
バ
ス
ハ

イ
ク
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

３
月
28
日
土
・
午
前
８
時
20

分
出
発
、
午
後
６
時
５
分
帰
着
予
定

※�

午
前
８
時
ま
で
に
集
合

▽�

集
合
場
所　

役
場
駐
車
場

▽�

行
き
先　

星
野
村
茶
の
文
化
館
（
八

女
市
星
野
村
）
な
ど

▽�

参
加
費　

３
０
０
０
円
（
非
会
員
３

５
０
０
円
）

※
昼
食
代
込
み

▽�

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　

３
月
１
日
日
か
ら
国
際

交
流
協
会
・
田
中
（
☎
２
２
３
局
３
５

１
６
）・
古
川
（
☎
０
９
０
―
５
７
４

８
―
７
６
４
０
）
へ

芦
屋
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

ア
プ
リ
コ
ッ
ト
カ
フ
ェ
の
イ
ベ
ン
ト

【
ハ
ー
ブ
王
子
と
海
辺
の
野
草
散
策
＆
お

香
づ
く
り
】

　

北
九
州
市
出
身
で

「
ハ
ー
ブ
王
子
」
の

愛
称
で
も
お
な
じ
み

の
野
草
研
究
家
・
山

下
智
道
さ
ん
を
招
い
て
、
芦
屋
町
の
野

草
を
楽
し
む
散
策
＆
体
験
講
座
＆
お
茶

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽�

と
き　

３
月
19
日
木
・
午
後
１
時
～

３
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　

芦
屋
海
浜
公
園
（
芦
屋
町

観
光
協
会
集
合
）

▽�

講
師　

野
草
研
究
家　

山
下
智
道
さ
ん

▽�

内
容　

●��

海
浜
公
園
周
辺
の
野
草
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク

●�

練
り
香
講
座

募
集

　子どもが楽しめるスポーツアトラクションや、元プロ
アスリートのトークイベント・ミニクリニックを楽しむ
ことができる「BOAT�PARK�スポーツフェス in九州」を
開催。
　３月８日日は、仮面ライダーゼロワンショーも行い
ます。家族で遊びに来ませんか。
�※入場料 100 円が必要です（20歳未満は無料）。

▽ �ところ　ボートレース芦屋西プラザ�

▽ �問い合わせ　ボートレース芦屋（☎２２３局０５８１）

ボートレース芦屋イベント情報
ＢＯＡＴ ＰＡＲＫ スポーツフェス in 九州

３/７土・８日 10：00～17：00

【スポーツアトラクション】

【元プロアスリート　トーク＆ミニクリニック】

13：00ごろ～３/７土 ３/８日
山形辰徳
元アビスパ福岡

城所龍磨
元ソフトバンクホークス

13：00ごろ～

【夢リアステージイベント】
３/８日 仮面ライダーゼロワンショー

※ショーのあとには撮影会もあります。
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●�

ハ
ー
ブ
王
子
を
囲
ん
で
の
お
茶
会

▽�
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　

５
０
０
０
円

※�

動
き
や
す
い
服
装
で
、
野
草
を
入
れ

る
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
タ
オ
ル
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み
方
法　

ア
プ
リ
コ
ッ
ト
カ

フ
ェ
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
イ
ベ

ン
ト
参
加
ボ
タ
ン
か
ら
参
加
表
明
を

す
る
か
、
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
カ
フ
ェ
へ

直
接
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

ア
プ
リ
コ
ッ
ト
カ
フ

ェ
・
境
（
☎
０
９
０
―
５
０
８
３
―
６

４
３
６
）

自
然
観
察
会

春
の
水
辺　

両
生
類
を
探
そ
う

　

太
古
の
昔
か
ら
姿

を
変
え
て
い
な
い
両

生
類
た
ち
を
探
し
ま

せ
ん
か
。

▽�

と
き　

３
月
14
日

土
・
午
前
10
時
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　

山
鹿
地
区
（
正
津
ケ
浜
区

公
民
館
集
合
）

▽�

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
校
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽�

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　

３
月
３
日
火
～
10
日
火
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
芦
屋
歴
史

の
里
（
☎
２
２
２
局
２
５
５
５
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

　

吉
田
家
の
男
達　

③

　

吉
田
磯
吉　

事
件
解
決
帳

　

芦
屋
で
生
ま
れ
若
松
で
本
領
を
発
揮

し
、
西
日
本
一
の
大
親
分
と
謳う
た

わ
れ
た

吉
田
磯
吉
。
彼
は
、
調
整
と
和
解
、
斡あ
っ

旋せ
ん

を
そ
の
本
領
と
す
る
大お
お
だ
て
も
の

立
者
で
あ
っ

た
。
こ
こ
に
そ
の
好
例
を
挙
げ
て
お
く
。

事
件
解
決
帳
1�

大
正
３
（
１
９
１
４
）
年

　

�
九
州
電
気
軌
道
（
現
・
西
日
本
鉄
道
株

式
会
社
）
電
車
敷ふ
せ
つ設
問
題

　

九
州
電
気
軌
道（
九
軌
）が
黒
崎
～
折
尾

間
に
電
車
を
通
す
こ
と
を
計
画
し
た
。
電

車
は
す
で
に
門
司
、
小
倉
か
ら
黒
崎
ま
で

引
か
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
西
へ
延
長
し

て
折
尾
駅
へ
至
る
も
の
で
あ
っ
た
。
折
尾

は
鹿
児
島
本
線
と
筑
豊
線
の
交
差
す
る
要

所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、許
認
可
権
を
も
つ

鉄
道
院
は
、
国
鉄
と
の
競
合
を
理
由
に
認

可
し
な
か
っ
た
。

　

九
軌
側
は
万
策

尽
き
、
地
元
有
力

者
で
あ
る
吉
田
磯

吉
に
斡
旋
を
依
頼

し
た
。
磯
吉
は
杉

山
茂
丸
の
紹
介
で

鉄
道
院
に
行
き
、

時
の
総
裁
後
藤
新
平
と
面
談
し
た
。「
北
九

州
は
日
本
の
重
要
な
重
工
業
地
帯
で
あ
る

し
、
電
車
軌
道
を
引
く
こ
と
は
ま
た
日
本

の
産
業
発
展
に
役
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
国

家
百
年
の
見
地
か
ら
も
九
軌
の
敷
設
は
大

切
な
問
題
で
し
ょ
う
」
と
説
く
と
、
後
藤

総
裁
は
磯
吉
の
言
葉
に
う
な
ず
き
、「
日
本

の
発
展
の
た
め
と
い
う
あ
な
た
の
言
葉
が

気
に
入
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
い
、
許
可
し

ま
し
ょ
う
」
と
伝
え
た
の
だ
っ
た
。

　

九
軌
側
は
喜
ん
で
金
一
封
を
用
意
し
た

が
磯
吉
は
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。
九
軌
で

は
磯
吉
を
徳
と
し
て
、
そ
れ
か
ら
毎
年
、

磯
吉
の
も
と
に
無
賃
乗
車
券
を
送
り
届

け
た
。
磯
吉
は
そ
れ
を
使
用
し
た
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
生
涯
そ
の
券
を
パ
ス
ケ
ー

ス
に
入
れ
大
事
に
し
た
。

事
件
解
決
帳
2�

大
正
４
（
１
９
１
５
）
年

　

若
松
上
水
道
貯
水
池
堤
防
決
壊
事
件　

　

若
松
市
（
現
北
九
州
市
若
松
区
）
は
九

州
で
は
長
崎
に
次
い
で
、
明
治
45
（
１
９

１
２
）
年
に
上
水
道
を
開
設
し
た
。
当
地

は
地
形
上
水
源
が
な
く
、
当
時
、
八
幡
製

鉄
所
が
遠
賀
川
を
水
源
と
す
る
水
道
施

設
を
計
画
し
て
い
た
の
を
知
り
、
若
松
市

は
そ
れ
に
い
ろ
い
ろ
協
力
す
る
が
、
そ
の

代
わ
り
そ
の
水
を
戸
畑
市
（
現
北
九
州
市

戸
畑
区
）
の
牧
山
ま

で
引
く
事
と
し
、牧
山

に
浄
水
場
を
設
置
し

洞
海
湾
を
横
断
す
る

海
底
送
水
管
を
布
設

し
て
給
水
し
た
。予
想

外
に
需
要
が
多
く
貯

水
量
が
不
足
し
た
た
め
、
大
正
３
（
１
９

１
４
）
年
新
た
に
貯
水
池
を
新
設
し
た
。

　

翌
４
年
３
月
の
夜
半
、
突
如
こ
の
貯
水

池
が
決
壊
し
て
、
土
石
流
が
下
の
海
岸
に

あ
る
旭
硝
子
牧
山
工
場
に
流
れ
込
み
最

新
鋭
の
機
械
工
場
を
洞
海
湾
に
押
し
流

す
事
と
な
っ
た
。
若
松
市
史
に
よ
る
と
、

旭
硝
子
の
損
害
総
額
は
約
50
万
円
と
あ

る
。
当
時
の
若
松
市
の
経
常
経
費
の
総
額

が
約
30
万
円
で
あ
っ
た
か
ら
、
損
害
賠
償

が
で
き
る
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
深
刻
な
事

態
と
な
っ
た
。

　

こ
の
年
の
３
月
、
地
元
選
出
の
国
会
議

員
と
し
て
衆
議
院
議
員
選
挙
に
初
当
選

し
た
磯
吉
は
上
京
し
、
旭
硝
子
の
創
業
元

で
あ
る
三
菱
財
閥
：
三
菱
本
社
や
三
菱

財
閥
創
業
家
で
あ
る
岩
崎
本
家
を
訪
ね
、

一
件
の
寛
容
を
願
っ
た
。結
果
、責
任
は
若

松
市
に
あ
る
と
し
な
が
ら
も
無
償
で
解

決
し
、
若
松
市
は
危
機
を
切
り
抜
け
た
。

　

11
年
後
に
起
き
た
旭
硝
子
の
労
働
争

議
で
、
磯
吉
は
三
菱
側
の
代
理
人
と
し
て

事
の
調
停
に
赴
き
、
見
事
円
満
解
決
に
導

い
た
。

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
二
百
八
十
六

⑰

▷

�

牧
山
浄
水
場
跡

▽�

折
尾
黒
崎
間
西

鉄
電
車
線
路
跡

広報あしや　2020.3.1広報あしや　2020.3.1


